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○
工
藤
和
之
教
育
長
就
任

９
年
余
に
わ
た
っ
て
町
の
教
育

行
政
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
六
嘉
晉
教

育
長
が
退
任
、
後
任
の
新
教
育
長

に
工
藤
和
之
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

｢

人
の
痛
み
の
わ
か
る
子
ど
も
、

人
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え

ら
れ
る
子
ど
も
を
育
て
た
い｣

｢

活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
〜
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
水
の
郷

嘉
島｣

(

第
５
次
嘉
島
町
総
合
計
画
基
本
理
念)

12
月

(

２
０
１
２
年)

○
か
し
ま
太
鼓
15
周
年
記
念
第
５

回
定
期
発
表
会

町
民
体
育
館
に
熊
本
市
立
必
由

館
高
校
和
太
鼓
部
を
迎
え
て
開
催
。

打
ち
手
の
気
合
い
と
熱
気
、
太
鼓

の
響
き
が
館
内
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

同
太
鼓
は
水
の
郷
ま
つ
り
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
新
成
人
は
１
１
０
人

成
人
式
は
町
民
体
育
館
で
開
か

れ
、
荒
木
町
長
が

｢
こ
れ
か
ら
の

町
の
発
展
は
皆
さ
ん
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
活
力
に
か
か
っ
て
い
る｣
と
激

励
。
新
成
人
は
、
社
会
人
と
し
て

の
意
気
込
み
を
述
べ
、
交
通
安
全

宣
言
も
行
い
ま
し
た
。

１
月

(

２
０
１
３
年)

嘉
島
西
小
59
人
。｢

多
く
の
か
け

が
え
の
な
い
仲
間
に
恵
ま
れ
た｣

と
嘉
島
中
。
小
学
校
で
は
６
年
間

の
思
い
を
胸
に
学
び
舎
を
巣
立
ち

ま
し
た
。

○
中
学
進
学
前
に
東
西
小
交
流
会

中
学
校
で
一
緒
に
な
る
嘉
島
東
、

嘉
島
西
両
小
学
校
の
６
年
生
が
町

民
体
育
館
に
集
合
。
両
小
混
成
の

チ
ー
ム
を
作
り
、
約
２
時
間
に
わ

た
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
な
か

よ
く
な
り
ま
し
た
。

２
月

○
第
18
代
議
長
に
木
田
勝
氏

平
成
25
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
48
億
３
０
３
４
万
４
千
円
を

可
決
。
第
18
代
議
長
に
木
田
勝
議

員
、
第
17
代
副
議
長
に
河
原
泉
議

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

３
月

○
嘉
島
町
地
域
防
災
計
画
を
策
定

学
識
経
験
者
や
国
、
警
察
、
消

防
な
ど
関
係
機
関
と
町
幹
部
で
作

る
計
画
策
定
委
員
会

(

会
長
・
北

園
芳
人
熊
大
教
授)
が
１
月
か
ら

作
業
を
進
め
、
地
震
や
風
水
害
、

火
災
な
ど
の
災
害
予
防
、
応
急
対

策
、
復
旧
対
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

○
小
中
学
校
で
卒
業
式

嘉
島
中
88
人
、
嘉
島
東
小
17
人
、

○
嘉
島
町
消
防
団
出
初
式

金
澤
清
二
団
長
以
下
２
１
７
人

の
団
員
が
勢
ぞ
ろ
い
。
表
彰
の
あ

と
通
常
点
検
と
放
水
競
技
で
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
か
わ
い
い
園
児
に
よ
る
幼
年

消
防
団
も
参
加
し
ま
し
た
。

○
小
中
・
幼
稚
園
で
入
学
入
園
式

嘉
島
中
73
人
、
嘉
島
東
小
21
人
、

嘉
島
西
小
80
人
。
来
賓
や
保
護
者
、

４
月

先
生
た
ち
が
見
守
る
中
、
堂
々
と

入
場
、
新
た
な
学
校
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
嘉
島
幼
稚
園
に
は
初

の
３
歳
児
29
人
も
入
園
し
ま
し
た
。

○｢

緑
川
の
日｣

地
域
一
斉
清
掃

20
回
目
の
今
年
は
嘉
島
町
の
犬

渕
河
川
敷
が
大
会
本
部
会
場
に
。

同
河
川
敷
に
は
６
０
０
人
、
全
14

会
場
に
は
約
１
万
６
千
人
が
参
加
、

ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

２
０
１
３

(

平
成
25)

年
も
残
り
わ
ず
か
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
１
年
間
の
嘉
島
町
の
主
な
出
来
事
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
来
年
も
い
い
年
に
な
る
よ
う
願

い
を
込
め
て
…
。

�������
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○
小
中
学
校
で
運
動
会

嘉
島
中
は
雨
中
で
の
運
動
会
に

な
り
ま
し
た
が
、
雨
を
弾
き
飛
ば

す
ほ
ど
に
笑
顔
と
元
気
が
は
じ
け

ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
小
学

校
で
も
声
援
と
歓
声
が
運
動
場
に

響
き
ま
し
た
。

５
月

○
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

の
市
街
化
区
域
編
入

県
都
市
計
画
審
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
同
事
業
区
域
は
70
・

８
㌶
。
本
年
度
は
主
と
し
て
全
体

６
月

○
緑
川
水
防
演
習

嘉
島
町
な
ど
郡
内
３
町
に
国
土

交
通
省
、
県
、
熊
本
市
な
ど
も
参

加
、
嘉
島
町
水
防
団
18
人
は
シ
ー

ト
張
り
工
法
を
き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
実
施
し
ま
し
た
。

設
計
を
行
い
、
10
年
計
画
で
千
区

画
を
造
成
、
将
来
的
に
は
４
千
人

の
居
住
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

○
嘉
島
中
吹
奏
楽
部

県
コ
ン
ク
ー

ル
で
銀
賞
・
特
別
賞
を
受
賞

両
賞
受
賞
は
２
年
ぶ
り
。
全
員

が
女
子
の
23
人
の
部
員
は
、
県
立

劇
場
の
大
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
で
演
奏
、｢

気
持
ち
よ
く
演
奏

で
き
ま
し
た｣

７
月

○
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場

10
周
年
感
謝
の
会

同
工
場
で
あ
り
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
鳥
井
副
社

長
は
、｢

こ
れ
か
ら
も
阿
蘇
の
水
を

活
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
生
産
を
続
け
て
い
き
ま
す｣

。
工

場
は
２
０
０
３
年
か
ら
ビ
ー
ル
類

と
清
涼
飲
料
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

○
第
18
回
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
西
側
駐
車

場
で
開
催
。
昨
年
比
１
割
増
の
約

８
８
０
０
人
が
来
場
、
ス
テ
ー
ジ

で
の
歌
や
演
奏
、
踊
り
、
コ
ン
ト

に
拍
手
や
笑
い
、
夜
空
に
広
が
る

花
火
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

８
月

○
荒
木
町
長

全
国
町
村
会
副
会

長
に
再
任

東
京
で
開
か
れ
た
全
国
町
村
会

総
会
で
再
任
。
２
期
目
、
任
期
は

２
年
。
熊
本
県
町
村
会
長
、
九
州

町
村
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

○
金
婚
夫
婦
表
彰
な
ど
敬
老
行
事

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

９
月

婦
は
昨
年
よ
り
１
組
少
な
い
27
組
。

百
歳
長
寿
は
６
人
、
結
婚
50
周
年

は
11
人
。
敬
老
会
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

○
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置

嘉
島
中
と
嘉
島
東
、
西
両
小
の

教
室
に
設
置
さ
れ
、
児
童
・
生
徒

は
暑
い
時
も
寒
い
時
も
快
適
に
勉

強
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

10
月

○
第
２
回
子
ど
も
議
会

昨
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
２

回
目
。
議
員
は
嘉
島
中
の
生
徒
会

役
員
や
常
任
委
員
長
な
ど
15
人
で
、

１
人
が
議
長
役
。｢

議
員｣

た
ち

は
、
福
祉
、
財
政
、
教
育
、
環
境
、

税
制
な
ど
幅
広
い
分
野
で
鋭
い
質

問
を
浴
び
せ
、
町
長
と
町
幹
部
が

真
剣
に
答
弁
し
ま
し
た
。

○
に
ぎ
や
か
に
嘉
島
町
文
化
祭

＝
４
〜
５
ペ
ー
ジ
参
照

○
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま

＝
６
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照

○
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

＝
８
ペ
ー
ジ
参
照

11
月
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示
と
に
ぎ
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
楽
し
み
ま
し
た
。

町
文
化
協
会
の
野
口
憲
介
会
長

は
｢

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
荒
木
町
長

と
木
田
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

館
内
に
は
文
化
協
会
各
部
門
か

ら
書
道
や
絵
画
、
編
み
物
、
華
道
、

写
真
な
ど
の
ほ
か
、
小
中
学
生
や

園
児
の
作
品
も
展
示
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
合
奏
や
ダ
ン
ス
、
童
話
、
コ
ー

ラ
ス
、
吟
詠
、
舞
踊
な
ど
が
次
々

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
43
回
嘉
島
町
文
化
祭
は
11
月

３
日
、
町
民
体
育
館
で
開
か
れ
、

大
勢
の
町
民
が
華
や
か
な
作
品
展

作品を見ながら話が弾みます

力
作
が
並
ぶ

作
品
展
会
場

大
勢
が
熱
心
に

鑑
賞
し
ま
し
た

荒木町長

���������第43回嘉島町文化
祭

野口文化協会長

作作品品展展スステテーージジ
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ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
く
コ
ー
ラ
ス

声を合わせて気持ちよく

息
を
合
わ
せ
て
太
極
拳

ハ
ワ
イ
を
感
じ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

気
持
ち
が
こ
も
る
民
謡

元気いっぱいのマーチング

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

力
が
入
る
さ
く
ら
太
鼓

大
に
ぎ
わ
い
の
お
茶
の
接
待

童話発表 嘉島西小１年
本田夢菜さん

童話発表 嘉島東小５年
安永珠梨さん
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チ
ー
ム
は
６
、
７
区
を
１
人
で

走
り
ま
し
た
。

雨
は
３
年
連
続
。
そ
れ
で
も

体
育
館
に
は
大
勢
の
町
民
が
詰

め
か
け
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

に
声
援
を
送
り
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
や
巨
大
積
木
崩
し
な
ど

室
内
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
も
行
列

が
で
き
ま
し
た
。
屋
外
で
は
、

雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
子
ど
も
た

ち
が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
も
雨
。,
13
ジ
ョ
イ
フ
ル

ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま
は
11
月
10
日
、

町
内
駅
伝
を
除
く
屋
外
競
技
は

中
止
に
な
り
、
町
民
体
育
館
で

の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
や
ゲ
ー

ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
駅
伝
大
会
は
39
回
目
。

今
年
は
オ
ー
プ
ン
参
加
を
含
め

て
７
チ
ー
ム
が
出
場
、
嘉
島
中

学
校
正
門
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
に
周
辺
道
路
７
区
間
・
16
・

５
８
５
㌔
の
コ
ー
ス
で
競
い
、

鯰
体
協
が
優
勝
し
ま
し
た
。
３

� � ������������
駅伝優勝の鯰体協チーム

嘉島幼稚園Ｂ ゆかいな仲間たちＤ

↑タスキをつなぎ､ 力走する選手たち↓

���������������
第39回嘉島町内駅伝大会

優 勝 鯰体協 １時間１分58秒
２ 位 下六嘉体協 １時間２分23秒
３ 位 井寺体協 １時間３分57秒

区 間 賞
区 間 選手名 体 協 距 離 記 録

１ 中学生 杉野 育海 下仲間 3.145㎞ 10分58秒

２ 小学生 中林 賢信 井 寺 １㎞ ３分17秒

３ 一般･高校生 馬原 侑成 鯰 3.145㎞ 10分48秒

４ 小・中学生 榮 拓実 北甘木 2.05㎞ ７分59秒

５ 一般･高校生 宮園 浩二 鯰 2.05㎞ ７分27秒

６ フリー 成松 研星 鯰 3.145㎞ 12分01秒

７ フリー 林田総一郎 鯰 2.05㎞ ７分51秒

６・７ フリー 関戸 祐槻 下六嘉 5.195㎞ 17分45秒

ビーチボールバレー
男 女 混 合

優 勝 ゆかいな仲間たちＤ
２ 位 ツカノチーム
３ 位 球友会Ａ

女 子 リ ー グ

優 勝 嘉島幼稚園Ｂ
２ 位 ウエストマダムＡ
３ 位 嘉島幼稚園Ａ
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どれだけ速いか？スーパーダッシュ

開

会

式

白
熱
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

ピタリと決めたチアリーディング

フアフアトランポリン 巨大積木崩し

卓球 バッテリーカー

何
点
と
れ
る
か
？

サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー



嘉
島
町
教
育
委
員
会
は
11
月
21
日
、
中
冨
嘉
紀
教

育
委
員
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
で
、
森
田
義
雄

教
育
委
員
を
委
員
長
に
、
中
林
裕
一
教
育
委
員
を
職

務
代
理
者
に
選
び
ま

し
た
。
任
期
は
１
年
。

森
田
新
委
員
長
は

平
成
24
年
か
ら
教
育

委
員
を
務
め
て
い
ま

す
。

広報かしま�������
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平
成
25
年
度
嘉
島
町
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
３
日
、

役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
、
町
医
の
田
中
英
明
さ
ん

(

た
な
か
内
科
眼
科
医
院
長
、
鯰)

＝
欠
席
の
た
め

後
日
表
彰
＝
と
、
一
般
職

(

役
場
勤
続
20
年)

の
増

永
貴
士
さ
ん

(

上
六
嘉)
の
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。10

年
以
上
に

わ
た
っ
て
特
別

職
等
と
し
て
町

政
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
を
対
象

に
、
町
が
感
謝

の
意
を
こ
め
て

表
彰
す
る
も
の

で
、
荒
木
町
長

か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん

増
永
さ
ん

嘉
島
町
功
労
者
表
彰

増永貴士さん 田中英明さん

教
育
委
員
長
に
森
田
委
員

森田新教育委員長

｢

第
９
回
人
権
を
考
え
る
町
民

の
集
い｣

は
11
月
９
日
、
嘉
島
町

民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は

｢

す
べ
て
の
住
民
が
心
豊
か

に
暮
ら
す
た
め
に
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
合
い
、
差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て｣

。

嘉
島
東
・
西
小
と
嘉
島
中
の
児

童
・
生
徒
が
戦
争
や
平
和
に
つ
い

て
学
ん
だ
成
果
や

｢

い
じ
め
は
絶

対
に
し
な
い｣

と
訴
え
る
作
文
を

発
表
。
徳
島
県
同
和
地
区
青
少
年

団
体
連
絡
協
議
会

｢

止
揚
の
会｣

事
務
局
の
大
湾
昇
さ
ん
が

｢

出
会

い
と
表
現
〜
あ
る
こ
と
を
な
い
こ

と
に
し
な
い｣

と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

工
藤
教
育
長
は
、｢

差
別
の
な

い
明
る
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
日
常
生
活
の
中
で
誰
も
が

差
別
を
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
が
大
事｣

と
話
し
ま
し
た
。

嘉
島
東
小
６
年
生
19
人
は

｢

身

近
な
と
こ
ろ
に
戦
争
の
傷
あ
と
が

あ
り
ま
し
た｣

と
、
曽
祖
父
や
祖

父
母
か
ら
戦
争
体
験
を
聞
い
て
思
っ

た
こ
と
や
、
長
崎
へ
の
修
学
旅
行

で
学
ん
だ
被
爆
者
差
別
が
水
俣
病

差
別
に
通
じ
る
と
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
発
表
。

嘉
島
西
小
６
年
の
上
田
澪
佳
さ

ん
と
米
光
凜
音
さ
ん
は
、
長
崎
修

学
旅
行
と
平
和
学
習
で
、
長
崎
の

語
り
部
の
話
や
被
爆
者
の
写
真
な

ど
か
ら

｢

写
真
に
写
っ
た
人
の
気

持
ち
を
思
う
と
胸
が
ギ
ュ
ッ
と
痛

く
な
っ
た｣

と
話
し
ま
し
た
。

嘉
島
中
２
年
の
鳥
栖
良
介
君
は

｢

一
人
一
人
の
力
が
大
き
な
力
に｣

と
題
し
、｢

い
じ
め
た
側
の
人
間

が
変
わ
る
べ
き
。
一
人
一
人
が
真

剣
に
考
え
、
行
動
で
表
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い｣

と
訴
え
、｢

嘉
島

中
人
権
宣
言｣

を
発
表
し
ま
し
た
。

｢

差
別
が
あ
る
こ
と
を
な
い
こ
と

に
し
て
は
い
け
な
い｣

大
湾
さ
ん
は

｢

無
知
は
怖
い
。

知
ら
な
い
こ
と
が
人
の
命
を
脅
か

す
こ
と
が
あ
る
。
間
違
っ
た
知
識

や
偏
見
が
差
別
を
生
む
が
、
知
ら

な
か
っ
た
ら
間
違
い
に
気
付
け
な

い
し
、
訂
正
で
き
な
い｣

と
前
置

き
。
自
ら
が
か
つ
て
は

｢

言
わ
ん

か
っ
た
ら
ば
れ
へ
ん｣

と
同
和
地

区
出
身
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
い

た
こ
と
、
差
別
を
体
験
す
る
中
で

｢

自
分
が
差
別
者
だ
っ
た
こ
と
に

気
付
い
た｣

｢

差
別
が
あ
る
こ
と

を
き
ち
ん
と
伝
え
て
、
差
別
を
な

く
す
よ
う
動
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

各
地
で
話
し
て
い
る｣

と
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
の
事
例
を
紹
介
。｢

差

別
が
あ
る
こ
と
を
な
い
こ
と
に
し

て
は
い
け
な
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

嘉島西小
上田澪佳さん

嘉島西小
米光凜音さん

嘉島中
鳥栖良介君

大湾昇さん
嘉島東小６年生の発表

第第９９回回人人権権をを考考ええるる町町民民のの集集いい��������������������第９回人権を考える町民の集い��������������������
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滝
河
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に
新
積
載
車
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嘉
島
町
内
の
各
行
政
区
で
結
成

さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
の
活

性
化
を
目
指
し
た
研
修
が
10
月
30

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
県
危
機

管
理
防
災
課
自
主
防
災
組
織
支
援

員
の
橋
本
守
和
さ
ん
が
、
組
織
の

役
割
の
大
き
さ
や
、
地
域
行
事
を

防
災
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
は
消
防
団
員
と

は
違
う
地
域
住
民
で
構
成
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
家
屋
の
倒
壊
な

ど
で
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ

た
人
た
ち
の
95
％
が
自
力
ま
た
は

家
族
や
隣
人
に
救
助
さ
れ
た
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
地
域
に
住
み

地
域
に
詳
し
い
自
主
防
災
組
織
は

災
害
発
生
直
後
の
人
命
救
助
や
初

期
消
火
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

嘉
島
町
で
は
全
13
行
政
区
で
結

成
さ
れ
、
区
ご
と
に
防
災
計
画
が

安
全
の
た
め
に
い
っ
そ
う
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

作
ら
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
、
発
電
機
な
ど
の
資
機
材

も
町
か
ら
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
に
は
、
各
区
か
ら
40
人
が

参
加
。
橋
本
さ
ん
は
、
熊
本
県
内

や
全
国
で
発
生
し
た
地
震
、
台
風
、

豪
雨
、
土
石
流
な
ど
各
種
の
災
害

を
写
真
や
デ
ー
タ
で
紹
介
。｢

災

害
時
に
、
消
防
団
と
連
携
し
て
い

か
に
助
け
合
う
か
が
地
域
防
災
の

要
。
地
域
防
災
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
が
減
災
に
つ
な
が
る｣

と
自
主

防
災
組
織
の
役
割
の
大
き
さ
を
強

調
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
長
く
続
け
る
た

め
に
は
、｢

校
区
・
町
内
の
通
年

行
事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
防
災

に
つ
な
げ
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、

ど
ん
ど
や
は
防
火
、
一
斉
清
掃
は

危
険
個
所
点
検
、
花
見
や
盆
踊
り

は
炊
き
出
し
、
敬
老
会
は
要
援
護

者
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る｣

と
話
し
ま
し
た
。

全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
初
日

の
11
月
９
日
、
嘉
島
町
消
防
団
の

非
常
呼
集
訓
練
が
嘉
島
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
時
30
分
、
防
災
行
政
無
線
と

災
害
情
報
メ
ー
ル
で
非
常
呼
集
を

通
知
。
各
地
区
消
防
団
の
積
載
車

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
集
結
し
ま
し
た
。

団
員
は
無
田
川
か
ら
３
台
の
ポ

ン
プ
を
ホ
ー
ス
で
連
結
し
、
き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
放
水
開
始
。

本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
な
表
情
で

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
荒
木
町
長
か
ら

滝
河
原
消
防
団

(

第
３
分
団
第

３
部)

に
新
し
い
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
が
11
月
３
日
、
荒
木
町

長
か
ら
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

約
25
年
使
用
し
て
い
た
旧
積
載

車
に
代
わ
る
も
の
で
、
井
上
部
長

は

｢

新
機
能
も
加
わ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
民
の
た
め
に
消
防
活

動
に
一
路
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す｣

と
述
べ
ま
し
た
。
町
民
の
安
心
、

滝河原消防団の新しい積載車防火栓の新しいフタ

橋本守和さん

嘉
島
町
内
の
防
火
栓
の
フ
タ
が

11
月
、
真
ち
ゅ
う
製
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
に
替
わ
り
ま
し
た
。

今
年
夏
か
ら
御
船
署
管
内
で
農

業
ハ
ウ
ス
の
バ
ル
ブ
な
ど
金
属
製

品
の
盗
難
が
相
次
ぎ
、
嘉
島
町
内

で
も
防
火
栓
の
フ
タ
が
被
害
に
遭

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
以

上
の
被
害
を
防
ご
う
と
、
町
内
の

メ
ー
カ
ー
に
特
製
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
フ
タ
を
発
注
、
交
換
し
ま

し
た
。

有
事
に
備
え
い
ざ
出
動
!!

町
消
防
団
の
非
常
呼
集
訓
練

激
励
を
受
け
、
町
内
一
円
の
水
利

査
察
と
防
火
パ
レ
ー
ド
に
出
発
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

―
地
域
防
災
に
大
き
な
役
割
―

―
行
事
を
防
災
に
つ
な
げ
る
―

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
研
修
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嘉
島
町
で
生
産
さ
れ
た
今
年

産
の
特
別
栽
培
米

｢
森
の
く
ま

さ
ん｣(

玄
米)

の
一
部
が
11
月
、

熊
本
県
産
米
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド

の
最
高
級
Ｓ
ラ
ン
ク
に
評
価
さ

れ
、
関
東
・
関
西
方
面
に
出
荷

さ
れ
ま
し
た
。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������
��������

嘉
島
幼
稚
園
で
10
月
28
日
、
１

週
間
掛
け
干
し
し
た
お
米
の
脱
穀

を
行
い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
脱
穀
機
と
千
歯
扱

き
が
今
年
も
大
活
躍
。
足
踏
み
式

の
脱
穀
機
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
園
長
先
生
の
手

(

足
？)

ほ

ど
き
で
、
園
児
は
一
粒
ず
つ
て
い

ね
い
に
お
米
を
と
り
、
大
事
そ
う

に
ザ
ル
に
移
し
て
い
ま
し
た
。

農
村
交
流
で
稲
刈
り

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
は
10
月
28
日
、
井
寺
地

区
の
水
田
で
、
熊
本
市
東
区
の
の

ぞ
み
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
稲
刈

り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

７
月
１
日
の
田
植
え
か
ら
す
く

す
く
育
っ
た
黄
金
色
の
も
ち
米
を

目
に
し
、
驚
き
の
表
情
の
園
児
た

ち
。
カ
マ
の
使
い
方
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
一
株
ず
つ
て
い
ね

い
に
刈
り
取
っ
た
稲
を
掛
け
干
し

し
ま
し
た
。

お
腹
が
空
い
た
せ
い
か

｢

は
や

く
オ
モ
チ
食
べ
た
い
な
ぁ｣

と
の

声
も
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

�����������ＫＫＴ・テレビタ
ミ
ン

Ｋ
Ｋ
Ｔ
の
番
組
テ
レ
ビ
タ
ミ
ン

で
11
月
21
日
、
嘉
島
町
特
産
の
大

豆
の
収
穫
と
料
理
が
生
中
継
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

大
豆
生
産
者
の
坂
井
信
房
さ
ん

(

井
寺)

や
、
河
原
君
代
さ
ん

(

井
寺)

た
ち
県
認
定
の
食
の
名

人
４
人
な
ど
が
出
演
。

上
六
嘉
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
脇
で
、
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
に

よ
る
収
獲
・
脱
穀
の
様
子
と
、
大

豆
を
使
っ
た

｢

の
っ
ぺ
い
汁｣

や

｢

か
き
揚
げ｣

｢

ピ
ラ
フ｣

な
ど
の

料
理
を
上
手
に
紹
介
し
ま
し
た
。

����������
農農水水省省経経営営局局長長賞賞 藤�弘治さん一家

土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た
施
設
園
芸
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽

培
と
農
地
集
積
に
よ
る
米
、
麦
、
大
豆
の
大
規
模
複
合
経

営
を
進
め
る
、
下
六
嘉
の
藤�
弘
治
さ
ん
と
妻
眞
理
子
さ

ん
、
二
男
修
さ
ん
、
三
男
健
さ
ん
の
一
家
４
人
が
10
月
30

日
、
平
成
25
年
度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
の
農
林
水
産
省

経
営
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
族
全
員
で
経
営
方
針
を
話
し
合
い
な
が
ら
役
割
を
分

担
。
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
を
管
理
、
情
報
の
共
有
と
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
や
県
内

農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

｢

安
全
安
心
な
作
物
を｣
と
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
も
み
殻

主
体
の
堆
肥
と
自
家
製
ぼ
か
し
肥
料
を
使
い
、
無
化
学
肥

料
・
減
農
薬
に
よ
る
栽
培
で
高
い
品
質
と
多
収
量
を
実
現
。

米
、
麦
、
大
豆
も
着
実
に
規
模
を
拡
大
、
大
型
機
械
に
よ

る
経
営
効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

表
彰
は
、
全

国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
、
全

国
町
村
会
な
ど

で
作
る
全
国
担

い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
の

主
催
。
藤�
さ

ん
一
家
は
個
人

経
営
体
部
門
で

受
賞
、
石
川
県

で
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
は
弘
治

さ
ん
夫
妻
が
出

席
し
ま
し
た
。

千歯扱きに挑戦する園児たち

楽しい稲刈り

昨
年
産
の
県
産
米

｢

森
の
く
ま

さ
ん｣

は
日
本
穀
物
検
定
協
会
の

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
一
に
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
産
米
の
ブ

ラ
ン
ド
の
Ｓ
ラ
ン
ク
は
、
こ
の
評

価
に
合
わ
せ
て
今
年
新
設
さ
れ
た

も
の
で
、
特
に
厳
し
い
基
準
を
ク

リ
ア
し
た

｢

最
高
の
良
食
味
・
高

品
質
の
米

(

お
い
し
く
き
れ
い
で

粒
ぞ
ろ
い)｣

と
い
う
こ
と
で
す
。

������������関
東
・
関
西
へ
出
荷

(下六嘉)
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た
。さ

ら
に
、
発
が
ん
性
物
質
に
も

変
化
す
る
と
い
う
硝
酸
性
窒
素
に

よ
る
地
下
水
汚
染
の
状
況
に
も
触

れ
ま
し
た
。

第
２
回
は
11
月
11
日
、｢

地
下

水
の
課
題
と
有
効
活
用｣

と
題
し

て
熊
本
県
立
大
学
の
篠
原
亮
太
名

誉
教
授
が
、
第
３
回
は
同
25
日
、

｢

地
下
水
を
守
り
伝
え
る
〜
嘉
島

町
の
取
り
組
み｣

と
題
し
て
市
川

教
授
が
再
度
講
演
、
中
郡
愛
郷
会

と
町
婦
人
会
か
ら
環
境
保
護
の
取

り
組
み
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

嘉
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
12
人
が
11
月
15
日
、
町
公

民
館
の
敷
地
や
周
囲
に
茂
っ
た
雑

草
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

毎
年
10
月
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
啓
発
月
間
中
の

｢

シ

ル
バ
ー
の
日｣

に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す

が
、
今
年
は
予
定
し
て
い
た
日
が

悪
天
候
だ
っ
た
た
め
延
期
し
て
い

ま
し
た
。
作
業
に
は
町
社
協
や
役

場
の
職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

公
民
館
の
敷
地
内
や
道
路
沿
い

の
花
壇
は
雑
草
が
茂
り
放
題
。
会

員
は
日
ご
ろ
使
い
慣
れ
た
カ
マ
や

草
刈
り
機
な
ど
を
使
っ
て
清
掃
。

２
時
間
ほ
ど
で
見
違
え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

｢

嘉
島
の
地
下
水
は
ど
う
な
る
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と｣

を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
し
た

｢

く
ま
も
と
県

民
カ
レ
ッ
ジ
サ
テ
ラ
イ
ト
か
し
ま

教
室｣

が
10
月
28
日
か
ら
３
回
に

わ
た
っ
て
町
役
場
で
開
か
れ
、
約

80
人
が
湧
水
の
仕
組
み
や
課
題
、

有
効
活
用
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

県
教
委
と
町
教
委
の
共
催
で
、

嘉
島
町
高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

と
の
合
同
開
催
。
第
１
回
は
、
東

海
大
学
の
市
川
勉
教
授
が

｢

嘉
島

町
の
豊
か
な
地
下
水
〜
水
の
歴
史

や
循
環
の
仕
組
み｣

と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

市
川
教
授
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、

熊
本
市
や
嘉
島
町
の
地
下
水
の
状

況
を
調
査
し
て
お
り
、
白
川
中
流

域
で
涵
養
さ
れ
た
地
下
水
は
15
〜

20
年
か
け
て
江
津
湖
・
嘉
島
で
湧

出
し
て
い
る
と
し
、｢

熊
本
の
地

下
水
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
売
っ
て
い

る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
と
同
じ

程
度
の
水
質
。
熊
本
人
は
水
の
大

切
さ
を
よ
く
知
ら
ず
、
１
人
１
日

当
た
り
２
５
０
㍑
以
上
も
ぜ
い
た

く
に
使
っ
て
い
る｣

と
話
し
ま
し

���������������｢くまもと県民カレッジ
サ
テ

ラ
イ
ト
か
し
ま
教
室｣

３
回
講
座

篠原名誉教授 市川教授

熱心に耳を傾ける受講生の皆さん

｢

本
で
学
ぶ
命
の
大
切
さ｣

����������������������げ
、
著
者
に
会
い
に
出
か
け
た
り
、

講
演
の
講
師
で
来
て
も
ら
っ
た
り

し
た
こ
と
を
話
し
、｢

１
冊
の
本

で
幸
せ
に
な
る
。
本
を
通
じ
て
人

と
出
会
い
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
す
る
生
き
方
を
学
び
ま
し
た｣

｢

自
分
で
積
極
的
な
生
き
方
を

し
な
い
と
幸
せ
は
来
な
い
。
人
に

『

あ
り
が
と
う』

と
言
わ
れ
る
生

き
方
を｣

と
子
育
て
や
有
機
農
業

の
実
践
も
紹
介
。｢

子
育
て
に
は

目
的
を
持
っ
て
。
先
生
の
悪
口
や

『

勉
強
、
勉
強』

と
言
い
続
け
て
、

子
ど
も
が
思
い
や
り
の
あ
る
優
し

い
大
人
に
育
ち
ま
す
か｣

と
も
。

｢

長
く
読
ま
れ
生
き
残
っ
て
い

る
本
に
は
大
切
な
こ
と
が
書
い
て

あ
る｣

と
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・

バ
ー
ト
ン
の
絵
本

｢

ち
い
さ
な
お

う
ち｣

(

１
９
４
２
年)

な
ど
も

勧
め
ま
し
た
。

嘉
島
町
学
校
保
健
会
と
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
の
合
同
定
例
講
演

会
は
10
月
24
日
、
町
役
場
で
開
か

れ
、
山
都
町
立
図
書
館
の
下
田
美

鈴
館
長
が

｢

本
で
学
ぶ
命
の
大
切

さ｣

と
題
し
て
講
演
、｢

本
に
は

大
き
な
力
が
あ
る
。(

読
む
こ
と

で)

著
者
と
出
会
い
、
思
い
が
伝

わ
り
、
生
き
る
知
恵
を
た
く
さ
ん

も
ら
う｣

と
読
書
の
大
切
さ
を
訴

え
ま
し
た
。

下
田
館
長
は
、
大
き
な
影
響
を

受
け
た
本
と
し
て
、｢

い
の
ち
は

育
つ｣(

住
井
す
ゑ
著)

や｢

豊
か
さ

と
は
何
か｣(

輝
岡
淑
子
著)

を
あ下田館長 ���������������������

道路沿いの花壇もきれいに
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学級劇で熱演する３年生

わ
が
子
の
作
品
や
劇
、
歌
な
ど

を
見
つ
め
る
保
護
者
の
中
に
は
目

頭
を
熱
く
す
る
人
も
。
子
ど
も
の

成
長
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

嘉
島
中
学
校
の
体
育
館
で
10
月

29
日
、
劇
団
・
民
話
芸
術
座
に
よ

る
民
話
劇

｢

鶴
女
房｣

が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。
学
校
主
催
の
毎
年
１

回
の
観
劇
会
。
全
校
生
徒
約
２
３

０
人
は
プ
ロ
の
舞
台
に
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

同
劇
団
は
、｢

質
の
高
い
劇
を

子
ど
も
た
ち
に｣

と
全
国
の
小
中

学
校
を
巡
回
。｢

鶴
女
房｣

は

｢

佐
渡
ヶ
島
昔
話
集｣

の
民
話
を

脚
色
し
た
も
の
で
、
百
姓
の
若
者

与
一
に
命
を
助
け
ら
れ
た
鶴
が

｢

お
つ
う｣

に
身
を
変
え
て
嫁
ぎ
、

自
分
の
羽
で｢

鶴
の
羽
衣｣

を
織
っ

て
恩
返
し
す
る
と
い
う
話
。
３
年

生
の
園
田
晴
奈
さ
ん
も
村
娘
役
で

出
演
、
セ
リ
フ
も
上
手
に
こ
な
す

見
事
な
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

劇
の
前
に
は
演
劇
教
室
も
あ
り
、

劇
団
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

４
人
の
生
徒
が
緊
張
を
ほ
ぐ
し
集

中
力
を
高
め
る
体
操
や
、
飲
み
物

と
容
器
を
想
像
し
て
飲
む
演
技
な

ど
に
挑
戦
。｢

予
告
編｣

と
し
て

劇
の
粗
筋
も
上
手
に
紹
介
、
拍
手

を
浴
び
ま
し
た
。

『

未
来』

を
テ
ー
マ
に
、
嘉
島

中
学
校
の
文
芸
発
表
会
が
10
月
27

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

太
田
美
羽
文
化
委
員
長
が

｢
発

表
を
通
し
て
自
分
の
未
来
を
見
つ

め
直
し
て
ほ
し
い｣

、�
野�
校

長
が

｢

一
人
一
人
が
素
晴
ら
し
い

未
来
へ｣

と
あ
い
さ
つ
し
、
吹
奏

楽
部
の
華
麗
な
演
奏
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。

英
語
暗
唱
な
ど
の
代
表
者
に
よ

る
発
表
の
ほ
か
、
各
学
年
や
ク
ラ

ス
に
よ
る
発
表
が
あ
り
、

１
年
生
は
嘉
島
町
の
魅

力
を
映
像
で
紹
介
、
２

年
生
は
９
月
に
行
っ
た

町
内
外
の
職
場
体
験
学

習
で
学
ん
だ
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

３
年
生
は
ク
ラ
ス
ご

と
に
作
り
上
げ
た
学
級

劇
を
熱
演
し
、
会
場
は

笑
い
と
感
動
の
渦
へ
。

先
生
た
ち
の
心
の
こ
も
っ

た

｢

想
い
出
が
い
っ
ぱ

い｣

の
合
唱
を
受
け
、３

年
生
全
員
で

｢

旅
立
ち

の
時｣

を
大
合
唱
。
早

田
樹
君
の
指
揮
と
佐
々

木
称
依
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
合
わ
せ
、
３
年

生
の
熱
い
思
い
が
館
内

に
響
き
渡
り
、
最
高
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
な
り
ま

し
た
。

����
〝��

〞

へ

嘉
島
中
文
芸
発
表
会

我
が
子
の
作
品
は
？�����

容器と飲み物を想像する演劇教室

園
田
さ
ん

(

左)

も
出
演
し
た
舞
台

｢

旅
立
ち
の
時｣

、
３
年
生
の
大
合
唱

��������嘉
島
中
生
が
観
劇
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嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
は
10
月
28
日
、
嘉
島
東
小
横

の
学
童
保
育｢

あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ｣

で
、
お
や
つ
で
育
む
食
育
モ
デ
ル

実
践
講
座
を
開
き
、
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
い
お
や
つ
の
食
べ
方
や
選

び
方
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
熊
本
県
の
第
２

次
食
育
推
進
計
画

｢

く
ま
も
と
食

で
育
む
命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン｣

に

基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
食
の
安

全
に
関
す
る
知
識
や
望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
つ
け
、
地
域
の
産
物

や
食
文
化
に
理
解
を
深
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
お
や
つ
は
ピ
ー
マ
ン

や
ツ
ナ
入
り
の

｢

に
ん
じ
ん
お
に

ぎ
り｣

。
子
ど
も
た
ち
は
、
茶
わ

ん
に
用
意
さ
れ
た
ご
飯
を
一
生
懸

命
に
ぎ
り
ま
し
た
。
形
は
三
角
、

ま
ん
丸
、
星
型
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
の

お
に
ぎ
り
が
並
び
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
お
に
ぎ
り
を
頬
張
り
な

が
ら
、
野
菜
が
苦
手
な
子
も
、
魚

が
苦
手
な
子
も
、
最
後
の
一
粒
ま

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
30
日
に
は
、
同
ク
ラ
ブ
で
、

お
や
つ
に
つ
い
て
の
お
話
会
も
行

い
ま
し
た
。

｢

お
茶
で
う
が
い
し
て
、
か
ぜ

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を｣

と
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
か
ら
嘉
島

東
・
西
小
学
校
の
全
児
童
に
、
う

が
い
用
の
茶
47
・
５
㌔
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
両
小
児
童
が
一
カ
月
以

上
毎
日
う
が
い
を
で
き
る
量
で
す
。

う
が
い
茶
は
、
カ
テ
キ
ン
が
多

く
渋
み
の
強
い
葉
を
使
っ
た
テ
ィ
ー

バ
ッ
グ
。
カ
テ
キ
ン
類
は
抗
菌
・

抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
で
か
ぜ
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
ま
す
。

寄
贈
は
５
年
目
。
同
Ｊ
Ａ
の
増

本
歸
一
副
組
合
長
が
11
月
18
日
、

町
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、｢

か
ぜ

予
防
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら
お

茶
を
飲
む
習
慣
も
身
に
つ
け
て｣

と
工
藤
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

教
育
の
日

の
一
環
と
し

て
、嘉
島
東･

西
両
小
学
校

の
体
育
館
で

10
月
25
日
、

ス
ク
ー
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
ま
し

た
。演

奏
は
平

成
音
楽
大
学

の
５
人
。
フ

ル
ー
ト
、
オ
ー

ボ
エ
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト

の
木
管
楽
器

に
金
管
楽
器

の
ホ
ル
ン
の

五
重
奏
で
８

曲
を
披
露
。

あ
ま
ち
ゃ
ん
の
テ
ー
マ
曲
を
皮

切
り
に
、
秋
に
ち
な
ん
だ

｢

も
み

じ｣

な
ど
、
曲
が
進
む
に
つ
れ
児

童
の
手
拍
子
も
大
き
く
な
り
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
と
な
り
の
ト
ト
ロ

で
お
な
じ
み
の

｢

散
歩｣

の
時
に

は
、
木
管
楽
器
の
温
か
く
柔
ら
か

な
音
色
と
児
童
の
手
拍
子
や
歌
声

に
館
内
は
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ト
を
演
奏
し
た�
森
楓

さ
ん

(

北
甘
木)

は
嘉
島
東
小
卒

業
生
。
母
校
で
は
、
校
歌
を
演
奏

し
、
児
童
か
ら
こ
の
日
一
番
の
喝

采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

�������������� ����������東
小
の
コ
ン
サ
ー
ト

西
小
児
童
に
演
奏
を
披
露
す
る
平
成
音
大
生�������������お

や
つ
で
育
む
食
育
講
座

自
作
の
お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
子
ど
も
た
ち

｢おいしく食べよう｣ ������������������������
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嘉
島
町
交
通
安
全
母
の
会

(

廣

田
惠
子
会
長)

は
10
月
１
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
、
町
内
の
高
齢
者

約
４
０
０
世
帯
を
訪
問
し
、
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

本
人
さ
ん
や
そ
の
家
族
に
直
接

会
っ
て
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。
会
員

は
２
名
１
組
で
訪
問
、｢

夕
暮
れ

が
早
く
な
り
ま
し
た
。
外
出
さ
れ

る
と
き
は
反
射
材
を
身
に
つ
け
車

に
気
を
つ
け
て｣

と
反
射
タ
ス
キ

を
手
渡
し
ま
し
た
。

｢

み
ん
な
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
思
い
や
り
の
あ
る
安
全
運
転

を｣

と
交
通
安
全
母
の
会
は
願
っ

て
い
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
の
根
絶
を
願
う

｢

黄
色
い
風
車｣

が
11
月
15
日
か

ら
12
月
１
日
ま
で
、
嘉
島
町
内
３

カ
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
と
県
警
、
各
市
町
村
が

協
力
、
平
成
22
〜
24
年
に
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
県
内
２
５
８

カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

嘉
島
町
内
で
は
今
年
も
１
件
の

死
亡
事
故
が
発
生
、
黄
色
い
風
車

は
、
運
転
者
や
歩
行
者
に

｢

事
故

ゼ
ロ｣

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

御
船
警
察
署
・
嘉
島
交
番
連
絡

協
議
会
の
平
成
25
年
度
定
期
総
会

は
11
月
18
日
、
嘉
島
町
役
場
で
開

催
。
嘉
島
町
で
は
万
引
き
や
自
転

車
盗
な
ど
に
加
え
て
空
き
巣
狙
い

な
ど
の
発
生
が
目
立
ち
、
高
齢
者

絡
み
の
交
通
事
故
が
多
い
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
犯
罪
・
交
通
事
故
防
止
を
協
議

し
ま
し
た
。

中
林
正
信
会
長
は
、｢

会
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
だ
が
、こ
れ
か
ら

も
犯
罪
・
交
通
事
故
防
止
に
努
め

た
い｣

。
杉
村
武
治
御
船
署
長
も

｢

地
元
事
情
に
詳
し
い
地
域
の
皆

さ
ん
と
警
察
の
連
携
強
化
が
不
可

欠｣

と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

新
副
会
長
に
工
藤
惇
・
工
藤
測

量
設
計
事
務
所
長
、
理
事
に
中
津

芳
春
・
元
嘉
島
東
小
校
長
、
栗�

勝
・
町
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

嘉
島
交
番
の
情
勢
報
告
に
よ
る

と
、
今
年
10
月
末
現
在
の
町
内
の

刑
法
犯
認
知
件
数
は
１
３
１
件
で
、

前
年
比
40
件
増
。
万
引
き
が
33
％
、

自
転
車
盗
が
18
％
を
占
め
ま
す
が
、

新
興
住
宅
地
で
の
空
き
巣
、
忍
び

込
み
な
ど
の
侵
入
盗
や
、
窓
ガ
ラ

ス
を
割
る
車
上
狙
い
が
起
き
て
い

ま
す
。
交
通
事
故
は
死
亡
事
故
１

件
、
人
身
事
故
78
件
が
発
生
、
高

齢
者
が
関
係
す
る
事
故
が
多
く
、

年
代
別
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催

の
ほ
か
、
夜
間
は
反
射
材
の
使
用

や
明
る
い
服
装
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。嘉

島
交
番
連
絡
協
議
会
総
会

嘉島町総合運動公園に大型複合遊具を設置します｡
工事は発注済みで､ 来春には完成予定です｡

大型複合遊具の完成予想図

犯
罪
・
交
通
事
故

地
域
ぐ
る
み
で
防
止
を

嘉
島
交
番
連
絡
協
議
会
総
会

交
通
安
全
を
願
っ
て
…

高
齢
者
世
帯
を
訪
問

交
通
安
全
母
の
会

｢

黄
色
い
風
車｣

町
内
３
カ
所
に

運動公園に大型遊具
来春完成予定
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������������平
成
17

(

２
０
０
５)

年
に
供

用
開
始
。
下
水
道
整
備
に
伴
い
、

現
在
２
池
が
稼
働
、
鯰
、
滝
河
原
、

下
六
嘉
地
区
な
ど
の
下
水
を
処
理

し
て
い
ま
す
。
快
適
な
住
環
境
を

整
え
、
地
下
水
な
ど
環
境
を
守
る

た
め
、
将
来
的
に
は
４
池
で
町
内

全
域
を
カ
バ
ー
す
る
計
画
で
す
。

井
寺
の
浮
島
神
社
脇
に
あ
り
ま

す
。
以
前
は
馬
入
れ
川
と
よ
ば
れ
、

農
耕
で
働
い
て
く
れ
た
馬
の
洗
い

場
で
し
た
。
今
洗
わ
れ
る
の
は
農

機
具
。
砂
利
が
敷
か
れ
、
清
水
が

湧
き
出
し
、
小
魚
が
泳
い
で
い
ま

す
。
水
の
郷
嘉
島
な
ら
で
は
の
ぜ

い
た
く
な

｢

洗
い
場｣

で
す
。

��������
第
16
回
水
辺
の
郷
球
友
杯
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
大
会
が
10
月
20
日
、
嘉

島
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
上
益

城
郡
内
の
66
チ
ー
ム
、
約
３
５
０

人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

嘉
島
町
の
チ
ー
ム
で
は
、
高
年

の
部

(

60
歳
以
上)

で
水
曜
会
が

優
勝
、
中
年
の
部(

40
歳
〜
59
歳)

で
ロ
ッ
カ
ー
ズ
が
２
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

結
束
力
が
強
い
滝
河
原
消
防
団
が

対
戦
。
先
取
点
を
あ
げ
た
鯰
ク
ラ

ブ
の
圧
勝
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

最
終
回
に
滝
河
原
消
防
団
が
５
点

を
あ
げ
て
同
点
、
延
長
戦
に
。
し

か
し
、
地
力
に
勝
る
鯰
ク
ラ
ブ
が

６
対
５
で
今
季
最
後
の
大
会
を
制

し
、
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
最

後
を
締
め
く
く
る
第
19
回
秋
季
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
21
日
開

幕
、
16
日
間
に
わ
た
り
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
11
月
６
日
、
投
打
に

ま
と
ま
っ
た
鯰
ク
ラ
ブ
と
、
夜
の

嘉
島
町
職
員
研
修
が
11
月
12
日

の
閉
庁
後
、｢

接
遇｣

を
テ
ー
マ

に
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
ピ
ア
ー
チ
ェ
マ
ナ
ー
＆

キ
ャ
リ
ア
Ｕ
Ｐ
代
表
の
福
田
由
吏

さ
ん
。｢

好
感
の
持
て
る
接
遇
マ

ナ
ー｣

と
題
し
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
と
し
て
の
経
験
な
ど
を

踏
ま
え
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
接

遇
の
ポ
イ
ン
ト
や
要
望
に
添
え
な

い
場
合
の
対
応
な
ど
わ
か
り
や
す

く
て
い
ね
い
に
伝
え
ま
し
た
。

職
員
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
基
礎

と
な
る
接
遇
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ

う
と
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。

｢

お
客
様
に
親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
る
明
る
い
役
場
づ
く
り｣

｢

笑
顔
で
迎
え
、
笑
顔
で
お
帰
り

い
た
だ
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
づ
く

り｣
の
た
め
職
員
も
努
め
て
い
ま

す
。

�������������約
６
万
本
が
満
開
と
な
っ
た
嘉

島
町
北
甘
木
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
で
11

月
10
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、

地
元
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

｢

コ
ー
ル
あ
じ
さ
い｣

13
人
も
初

出
演
、
き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

観
客
に
聞
か
せ
ま
し
た
。

ヒ
マ
ワ
リ
畑
は
約
60
㌃
。
鯰
で

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経
営
す
る

中
島
憲
行
さ
ん
が
地
域
活
性
化
の

た
め
に
植
栽
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
今
年
で
10
回
目
。

約
80
人
を
前
に
、
熊
本
市
の

｢

ぐ

る
ー
ぷ
さ
く
ら｣

が
歌
と
演
奏
で

童
謡
や
唱
歌
約
20
曲
を
、
コ
ー
ル

あ
じ
さ
い
は

｢

小
さ
な
木
の
実｣

な
ど
３
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

子
育
て
ひ
ろ
ば

｢

あ
い
あ
い｣

の
味
噌
づ
く
り
教
室
が
、
10
月
25

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
開

か
れ
、
嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
の
９
人
が
、
主
婦

14
人
に｢

ベ
テ
ラ
ン
の
技(

わ
ざ)｣

を
伝
授
し
ま
し
た
。

材
料
は
、
嘉
島
町
産
の
大
豆
５

㌔
と
麦
10
㌔
。
参
加
者
は
主
婦
と

あ
っ
て
手
つ
き
は
慣
れ
た
も
の
。

指
導
者
と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
で
、

仲
む
つ
ま
じ
い
嫁
し
ゅ
う
と
め
の

よ
う
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で

｢

地
産
味
噌｣

を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

����������������
水
曜
会(

高
年
の
部)

優
勝

第
16
回
水
辺
の
郷
球
友
杯

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

鯰
ク
ラ
ブ
が
有
終
の
美

今
年
最
後
の
秋
季
ソ
フ
ト

お
客
様
満
足
度
向
上
を

役
場
職
員
が
接
遇
研
修



12月20日
(金)

12月21日
(土)

12月22日
(日)

12月23日
(月)

12月24日
(火)

12月25日
(水)

12月26日
(木)

ごみ収集 通常収集 休日 休日 通常収集

し尿汲取 通常受入 休日 終日受入 通常受入

12月27日
(金)

12月28日
(土)

12月29日
(日)

12月30日
(月)

12月31日
(火)

１月１日
(水)

１月２日
(木)

ごみ収集 通常収集
個人搬入のみ
(９時～16時)

個人搬入のみ
(９時～16時)

個人搬入のみ
(９時～11時)

年末年始休暇

し尿汲取 通常受入 午前受入 年末休暇 年始休暇

１月３日
(金)

１月４日
(土)

１月５日
(日)

１月６日
(月)

１月７日
(火)

１月８日
(水)

１月９日
(木)

ごみ収集 通常収集 休日 休日 通常収集

し尿汲取 年始休暇 午前受入 休日 通常受入

(注意・し尿汲取) 終日受入日：８：30～16：30､ 通常受入日：８：30～16：30
午前受入日：８：30～12：00
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�
嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

○
日
時

１
月
12
日

(

日)

11
時
開
式

○
場
所

嘉
島
町
民
体
育
館

○
内
容

式
典
及
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

町
内
居
住
及
び
嘉
島
町
出
身
の
方

※
嘉
島
町
に
住
民
票
が
無
い
方
は
、

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
社
会
教
育
課

�
２
３
７－

０
０
５
８

平成26年嘉島町成人式

年
末
年
始
は
家
庭
ご
み
が
多
量
に
で
る
時
期
で
す
。
収

集
日
は
日
程
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
計
画

を
立
て
、
収
集
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
気
持
ち
よ
く
年
末
年
始
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
個
人
搬
入
は
、

12
月
28
日(

土)

・
29
日(

日)

が
９
時
〜
16
時
、
30
日(

月)

が
９
時
〜
11
時
ま
で
の
受
入
と
な
り
ま
す
。
最
終
日
の
30

日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

年
始
は
、
１
月
３
日(

金)

か
ら
通
常
通
り
の
収
集
に
な

り
ま
す
。

○
し
尿
の
汲
取
り
は
12
月
28
日(

土)

午
前
中
が
最
終
日
と

な
り
ま
す
。

年
末
の
汲
取
り
は
12
月
20
日(

金)

ま
で
に
米
満
商
会

(

２
３
７－

０
１
１
２)
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

ご
み
収
集
日(

東
校
区)

の
訂
正

平
成
25
年
３
月
に
配
布
し
ま
し
た
東
校
区
の
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
12
月
30
日(

月)

は
可
燃
物
の
収
集
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
・
し
尿
汲
取
り

年末年始ごみ収集・し尿汲取り日程表



か
し
ま
太
鼓
保
存
会
第
６
回
定
期
発

表
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

１
年
間
の
練
習
の
成
果
を
精
一
杯
が

ん
ば
っ
て
発
表
し
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

12
月
23
日(

月
・
祝)

10
時
開
演

○
場
所

嘉
島
町
民
体
育
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

か
し
ま
太
鼓
保
存
会

(

嘉
島
町
教
育
委
員
会
内)

�
２
３
７－

０
０
５
８

○
対
象
者

小
学
校
就
学
前
１
年
間
に
あ
る
方

(

平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方)

対
象
者
で
、
ま
だ
接
種
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
日
を

過
ぎ
る
と
予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い

接
種

(

自
己
負
担
で
の
接
種)

と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
麻
し
ん

(

は
し
か)

、
風
し
ん
と
も

に
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
か
か
る
と
重

症
に
な
り
ま
す
。
感
染
を
予
防
す
る
手

段
と
し
て
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－
２
５
７
４

国
の
暫
定
指
針
に
沿
っ
て
、
３
月
５

日
か
ら
運
用
開
始
さ
れ
た
熊
本
県
の
対

応
方
針
が
、
よ
り
精
度
の
高
い
予
測
判

断
や
県
民
の
方
々
へ
の
き
め
細
や
か
な

情
報
発
信
を
図
る
た
め
、
次
の
通
り
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

嘉
島
町
は
、
県
の
地
域
内
測
定
値
の

情
報
を
注
視
し
な
が
ら
、
瞬
時
、
防
災

行
政
無
線
と
災
害
情
報
メ
ー
ル
で
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

○
注
意
喚
起
を
行
う
判
断
の
目
安
及
び

公
表
時
間

当
日
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
が
国
の
示

し
た
暫
定
指
針
値(

日
平
均
値
70
μg
／

�)
を
超
過
す
る
と
予
測
ま
た
は
継
続

す
る
と
判
断
す
る
と
き

・
当
日
５
時
〜
７
時
ま
で
の
１
時
間
値

の
情
報
に
よ
る
注
意
喚
起

《
判
断
方
法
》

原
則
と
し
て
、
地
域

内
の
当
日
５
時
、
６
時
、
７
時
の
１
時

間
値
の
３
時
間
平
均
値
が
２
局
以
上
で

85
μg
／�
を
超
過
し
た
場
合

《
判
断
及
び
公
表
時
間
》

７
時
に
判

断
し
、
８
時
ま
で
に
県
が
注
意
喚
起
の

｢

お
知
ら
せ｣

を
公
表
し
伝
達
す
る

・
現
在
情
報
に
よ
る
注
意
喚
起

《
判
断
方
法
》

原
則
と
し
て
、
地
域

内
の
当
日
１
時
か
ら
各
時
間
帯
ま
で
の

１
時
間
値
の
平
均
値
が
１
局
で
も
70
μg

／�
を
超
過
し
た
場
合

《
判
断
及
び
公
表
時
間
》

６
時
〜
19

時
ま
で
の
各
時
間
帯
で
判
断
し
、
迅
速

に
県
が
注
意
喚
起
の

｢

お
知
ら
せ｣

を

公
表
し
伝
達
す
る

※
地
域
内
で
既
に
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
場
合
、
追
加
の
注
意
喚
起
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。

○
注
意
喚
起
の
地
域
区
分
・
測
定
局

嘉
島
町
は
、
観
測
局
の
配
置
を
基
に

県
央
地
域
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

測
定
局
は
次
の
と
お
り
で
す
。

熊
本
市[

天
明
・
神
水
自
排
・
＊
京
町
・

＊
水
道
町
自
排
・
＊
古
町
・
＊
楡
木]

、

益
城
町
役
場
、
宇
土
運
動
公
園
、
＊
甲

佐
町
岩
下

＊
は
今
年
度
設
置
予
定

○
注
意
喚
起
の
解
除

地
域
内
の
全
て
の
局
の
１
時
間
値
が

２
時
間
連
続
し
て
70
μg
／�
未
満
と

な
っ
た
時
に
解
除
し
ま
す
。
た
だ
し
、

１
時
か
ら
各
時
間
帯
ま
で
の
平
均
値
が

１
局
で
も
70
μg
／�
を
超
過
し
て
い

る
場
合
は
引
き
続
き
注
意
喚
起
が
継
続

さ
れ
ま
す
。

※
注
意
喚
起
の
解
除
情
報
は
、
19
時
ま

で
の
観
測
値
で
判
断
し
、
随
時
迅
速
に

行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
翌
日
０
時

を
も
っ
て
自
動
的
に
解
除
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採
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微
小
粒
子
状
物
質(

Ｐ
Ｍ
２･

５)

の
対
応
方
針
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

飲
料
水
の
水
質
検
査

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

予
防
接
種

環

境

か
し
ま
太
鼓
定
期
発
表
会

発
表
会

昨年の発表会
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水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
通
り
で
す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

３
、０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

検
査
費
用
の
２
分
の
１

(

百
円
未
満

切
り
捨
て)

。
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

嘉
島
町
青
少
年
育
成
会
議
は
、
次
代

を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組

み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体
に
対

し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
町
民

課
福
祉
係
に
申
請
書
様
式
を
準
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
の
締
切

平
成
26
年
１
月
24
日

(

金)

○
助
成
対
象
団
体

世
代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
伝
統
文
化
の
継
承
や
環
境
保

全
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
幅
広

く
積
極
的
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
民
間
の
団
体

※
育
成
会
議
の
審
査
会
で
審
査
を
行

い
、
活
動
が
優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

た
団
体
に
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

(

例)

予
算
額
６
万
円
、
団
体
数
６
団

体
の
場
合
↓
１
団
体
あ
た
り
１
万
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
福
祉
係

�
２
３
７－

２
５
７
６

○
日
時

12
月
20
日(

金)

10
時
〜
11
時
半

※
受
付
は
９
時
45
分
〜
10
時

○
場
所

嘉
島
幼
稚
園
遊
戯
室

○
内
容

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。

園
児
の
出
し
物
や
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
渡
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
さ
れ
る
方
は
一
日
保
険

(

24

円)

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３

日
前
ま
で
に
直
接
、
幼
稚
園
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
園
庭
開
放
に

参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
電
話
で

の
予
約
で
結
構
で
す
。
当
日
は
必
ず
保

護
者
同
伴
で
ご
参
加
下
さ
い
。

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
何
か
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
幼
稚
園
ま

で
直
接
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
幼
稚
園

�
２
３
７－

５
２
１
０

○
日
時

１
月
20
日(

月)

９
時
〜
16
時

○
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
務
局

�
２
３
７－

５
５
５
９

(

９
時
〜
17
時)

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
方

(

利

用
会
員)

を
応
援
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
を
預
か
れ
る
方

(

協
力
会
員)

を
募

集
し
て
い
ま
す
。
協
力
会
員

(

概
ね
70

歳
ま
で
の
健
康
な
方)

は
登
録
制
で
、

預
か
る
子
ど
も
は
生
後
３
か
月
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
で
す
。

子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預
か
る
こ

と
も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利
用
会
員

も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
講
習

会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。講
習
は
、事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。予
約
制
の
託

児
も
あ
り
ま
す
。活
動
報
酬
は
利
用
会
員

か
ら
協
力
会
員
に
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
利
用
時
間
及
び
料
金

・
月
〜
金
曜
日
の
７
時
〜
19
時

１
時
間
あ
た
り

５
０
０
円

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
早
朝
、

夜
間
、
年
末
年
始

１
時
間
あ
た
り

６
０
０
円

※
万
一
の
事
故
に
備
え
、
補
償
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
務
局

�
２
３
７－

５
５
５
９

(

９
時
〜
17
時)

サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
に
よ
る
５
人
制
の

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

１
月
19
日(

日)

９
時
開
会

○
場
所

嘉
島
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

○
参
加
資
格

中
学
生
以
上(

男
女
不
問)

。
１
チ
ー

ム
５
〜
10
名

(

う
ち
代
表
者
１
名)

参
加
チ
ー
ム
数
を
12
チ
ー
ム
以
内
と

す
る
た
め
、
受
付
順
に
決
定
。

○
参
加
申
込
期
間

12
月
24
日(

火)

〜
１
月
10
日(

金)

青
少
年
育
成
優
良
団
体
に
助
成
金

助
成
金

￥

募

集
嘉
島
幼
稚
園
園
庭
開
放

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

利
用
・
協
力
会
員
講
習
会

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
地
域
の

力
に
な
り
た
い
方
大
募
集
！

〜
あ
な
た
の
力
を

活
か
し
ま
し
ょ
う
〜

新
春
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
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(

閉
庁
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時)

○
参
加
料

３
、０
０
０
円

※
申
込
時
に
納
入

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

島
田
・
杉
本

(
嘉
島
町
役
場
建
設
課
内)

�
２
３
７－

２
５
９
７

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
は

平
成
26
年
度
第
１
学
期

(

４
月
入
学)

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

�
３
４
１－

０
８
６
０

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
高
齢

者
の
方
々
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
、

社
会
参
加
の
支
援
を
目
的
に

｢

熊
本
さ

わ
や
か
大
学
校｣

を
開
校
し
て
い
ま
す
。

１
年
間
に
わ
た
る
幅
広
い
学
習
や
体
験

を
通
し
て
、
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

入
学
資
格
は
、
県
内
在
住
で
、
学
習

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人

(

昭
和
29

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人)

。

た
だ
し
、
応
募
は
熊
本
校
、
八
代
校
の

い
ず
れ
か
１
校
と
し
、
既
に
卒
業
し
た

方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
人
員

熊
本
校
１
０
０
名
、
八
代
校
80
名

○
募
集
期
間

平
成
26
年
２
月
４
日

(

火)

〜

３
月
４
日(

火)

必
着

○
講
座
内
容

｢

い
つ
ま
で
も
健
康
、
元
気
が
い
ち

ば
ん｣

｢

健
康
は
食
生
活
か
ら｣

｢
知
識

を
磨
い
て
更
な
る
飛
躍
を｣

｢

新
し
い

世
界
に
ふ
れ
て
み
よ
う｣

｢

み
ん
な
で

手
を
つ
な
ぎ
助
け
合
い｣

｢

こ
れ
か
ら

も
お
し
ゃ
れ
に｣

な
ど
。
年
間
40
回
程

度
。
テ
ー
マ
は
毎
回
異
な
り
ま
す
。
楽

し
く
役
に
立
つ
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

○
開
催
日
・
時
間

熊
本
校：

毎
週
木
曜
日

13
時
半
〜
15
時
半

八
代
校：

毎
週
火
曜
日

13
時
半
〜
15
時
半

○
受
講
期
間

平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月

○
会
場

熊
本
校：

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
代
校：

や
つ
し
ろ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

○
受
講
料
等

(

入
学
時
に
一
括
納
入)

入
学
金：

５
千
円

受
講
料：

１
万
５
千
円

○
申
込
方
法

各
市
町
村
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
、

熊
本
市
内
公
民
館
等
に
置
い
て
あ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
曜
日
、
時
間
、
会
場
は
都
合
に

よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
財
団
法
人

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

�
３
５
４－

３
０
８
３

県
は
、
県
民
の
生
活
と
県
内
の
経
済

活
動
を
支
え
る
た
め
、
玉
名
郡
南
関
町

に
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場(

ク
ロ
ー

ズ
ド
・
無
放
流
型)

を
整
備
中
で
す
。

こ
の
処
分
場
は
、
周
囲
の
豊
か
な
自

然
と
融
和
し
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
安
全
な
施
設
に
し
ま
す
。
ま
た
、

県
北
の
環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
、
地
域
に
役
立
つ
施
設
を
目

指
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
、
県
民
の

皆
様
に
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
名

称
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

○
募
集
期
間

12
月
31
日(

火)

ま
で

○
応
募
資
格

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す

(

個
人
、
法
人
を
問
い
ま
せ
ん)

○
応
募
方
法

メ
ー
ル

(info@
kksj.jp)

、
Ｆ
Ａ
Ｘ

(

３
８
３－

７
６
８
０)

、郵
送
※
必
ず
氏
名
、

住
所
、電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

○
賞
品

南
関
町
、
和
水
町
の
特
産
品

(

１
万
円
分)

を
、
採
用
案
を
応
募
さ

れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
２
名
の
方
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
６
２－

８
５
７
０

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
18－

１

熊
本
県
公
共
関
与
推
進
課

�
３
３
３－

２
２
７
９

放
送
大
学
４
月
生
募
集

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

公
共
関
与
最
終
処
分
場

名
称
募
集
！
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ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

12
月
18
日

(

水)

弁
護
士

平
成
26
年
１
月
22
日

(

水)
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
員

(

原
則
４
名)

に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間

13
時
半
〜
15
時
半

(

１
人
30
分
以
内)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７－

２
９
８
１

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
じ
っ
く
り

お
話
を
伺
い
、
就
職
段
階
に
応
じ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
所
要
時

間
は
１
時
間
程
度
。
予
約
優
先
で
す
の

で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
は
無
料
で
す
。

○
実
施
場
所

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー

○
予
約
受
付
時
間

・
平
日
９
時
〜
16
時
半

・
土
曜
10
時
〜
16
時
半

※
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

�
３
５
２－

０
８
９
５

県
は
、
賃
金
、
解
雇
な
ど
の
労
働
条

件
や
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
労
使
双
方
か
ら
の
労
働
相
談
に
、

専
門
の
相
談
員

(

社
会
保
険
労
務
士)

が
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
実
施
場
所

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー

○
利
用
時
間

平
日
９
時
〜
19
時

土
曜
10
時
〜
17
時

※
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
。
受

付
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
。
来
所
・

電
話
の
ほ
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
３
５
２－

３
６
１
３

電
子
証
明
書
と
は
、
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム

(e
-T
ax)

及
び
地
方

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

(eL
T
A
X
)

を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
行
政
手
続
き
を
行
う
際
に
、

本
人
確
認
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
３
年
で
す
。

期
限
間
近
の
方
や
既
に
期
限
を
過
ぎ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
の
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
公
的
年
金
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
↓http://w

w
w
.jpki.go.jp/

※
更
新
手
続
き
に
は
本
人
確
認
用
書
類

の
ほ
か
、
発
行
手
数
料
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
戸
籍
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
取
り
壊
し
た
時
も
届
け
出
が
必

要
で
す
。

毎
年
、
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

課
税
さ
れ
る
固
定
資
産
税
は
、
基
準
日

前
に
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
の
届
け

出
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
税
金
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
地
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
届
け

出
は
12
月
27
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
税
務
課
課
税
係

�
２
３
７－

２
６
３
９

消
費
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

｢

消
費
税
及

び
地
方
消
費
税｣

の
税
率
が
、
５
％
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
税
庁
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(w
w
w
.nta.go.jp/)

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄

に

｢

消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら
せ

(

社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
係)｣

の

特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご

ご
利
用
無
料
！
労
働
相
談

電
子
証
明
書
の更

新
手
続
き
は
？

証

明

心
配
ご
と
相
談

相

談
あ
な
た
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
！

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

解
体
し
た
家
屋
は

届
け
出
が
必
要
で
す
！

税
消
費
税
法
改
正
等
に

関
す
る
お
知
ら
せ
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覧
く
だ
さ
い
。

消
費
税
法
等
の
主
な
改
正
内
容
を
記

載
し
た

｢

消
費
税
法
改
正
等
の
お
知
ら

せ｣
(

リ
ー
フ
レ
ッ
ト)

も
、
各
税
務

署
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
分
か
り
に
く
い
点
や
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
税
務
署

(
改
正
消
費
税
相
談

コ
ー
ナ
ー)

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
東
税
務
署

�
３
６
９－

５
５
６
６

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、｢

２｣
番

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で

の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併

せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
及
び
納

付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年
分

の
基
準
所
得
税
額

(

原
則
と
し
て
、
そ

の
年
分
の
所
得
税
額)

に
２
・
１
％
の

税
率
を
掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.nta.go.jp/)

の

｢

個

人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ

ら
ま
し｣

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
東
税
務
署

�
３
６
９－

５
５
６
６

※
自
動
音
声
案
内

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
東
税
務
署

�
３
６
９－

５
５
６
６

※
自
動
音
声
案
内

う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た
め
、
熊
本

県
内
全
域
に
お
い
て
、
10
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、
う
な
ぎ

の
採
捕
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
採
捕
禁
止
の
水
産
動
物

全
長
21
㎝
を
超
え
る
う
な
ぎ

○
禁
止
期
間

平
成
28
年
ま
で
の
毎
年
10
月
１
日
〜

翌
年
３
月
31
日

○
禁
止
区
域

熊
本
県
内
の
海
面
及
び
内
水
面

○
対
象
者

漁
業
者
、
遊
漁
者
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
方

※
全
長
21
㎝
以
下
の
う
な
ぎ
は
、
従
来

か
ら
熊
本
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
及

び
熊
本
県
漁
業
調
整
規
則
に
基
づ
き
、

年
間
を
通
じ
採
捕
禁
止
で
す
。

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
農
政
課
農
政
係

�
２
３
７－

２
６
２
９

熊
本
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

�
３
３
３－

２
４
５
６

○
試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
第
１
類

〜
第
６
類
、
丙
種

○
試
験
日

２
月
15
日(

土)

○
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】

１
月
６
日(

月)

〜
１
月
15
日(

水)

【
電
子
申
請
】

１
月
３
日(

金)

〜
１
月
12
日(

日)

○
試
験
地

熊
本
市

※
受
験
願
書
等
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
、
熊
本
県
下
消
防
本
部
及
び
熊
本
県

消
防
保
安
課
に
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

(

一
財)

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

�
３
６
４－

５
０
０
５

復
興
特
別
所
得
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

う
な
ぎ
の
採
捕
禁
止

禁

漁

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方
の

確
定
申
告

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試

験
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○
日
時

１
月
25
日(
土)
10
時
〜
16
時

○
場
所

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館
パ
レ
ア

○
内
容

・
子
ど
も
の
も
の
づ
く
り

化
石
レ
プ

リ
カ
づ
く
り
、
ど
ん
ぐ
り
細
工
な
ど

・
体
験
活
動

肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま

な
ど

・
基
調
講
演

講
師
は
書
道
家
の
武
田

双
雲

(

熊
本
出
身)

無
料

※
基
調
講
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
必
要
事
項

(

①
住
所
②
郵
便
番
号
③
氏
名
④
電

話
番
号
⑤
託
児
の
有
無)

を
記
載
し

て
、
１
月
９
日

(

必
着)

ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
情
報
は
、
熊
本
県
生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
６
０－

８
５
５
４

熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８－

９

熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

�
３
５
５－

４
３
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
５－

４
３
１
７

メ
ー
ル

m
anab

i@
p
ref.kum

am
o
to
.lg
.jp

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｉ
Ｎ
パ
レ
ア

イ
ベ
ン
ト

����������������������������������������������
熊本市は､ 市街地の混雑区間を自分で運転せず､ 快適に座って､ より早く移動できる通勤・

通学手段を提供することを目的として､ 下記の社会実験の実施を計画しています｡

期間 平成26年１月14日(火)～２月13日(木) (平日のみ)

(１) 浜線バイパスを中心市街地までノンストップで走る急行バスを運行します｡

区間 イオンモール熊本クレア→南熊本→本荘中通り→新市街→交通センター

時間 午前７時頃～午前８時半頃まで (10分間隔で運行)

(２) パークアンドライド駐車場利用者を募集します｡

内容 イオンモール熊本クレアバス停周辺にマイカーを駐車して急行バスに乗り換え｡

申込 事前に登録が必要となりますので､ 利用希望の方はお問合せ下さい｡

※駐車台数に限りがありますので､ 申込多数の場合は抽選となります｡

※詳細は､ 熊本バス車内等にて配布するチラシや回覧チラシ及び熊本市ホームページなどを

ご覧ください｡

【お問合せ】熊本市交通政策総室 096 (328) 2510

������������������������
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平成26年度の認可保育所の入所申込受付を開始します｡ 平成26年4月から平成27年３月まで
の間に入所を希望される方は､ 役場町民課又は町内の保育所に備え付けてある入所申込書等を
受付期間内に提出して下さい｡
現在入所中の方や平成25年度入所の申し込みをして入所待機中の方も､ 再度お申し込みが必
要です｡
また､ 育児休暇明け等の理由で､ 平成26年度の途中 (４月以外) から入所を希望される方も
必ず申し込んで下さい｡ (出産予定・転入予定でも申込できます｡)
在園児については保育所から申込書を配布しますので､ 保育所へ申し込んで下さい｡

★受付期間……平成26年１月16日 (木) まで
★受付場所……役場町民課福祉係 (土日祝日・年末年始は除く｡)
★入所基準……保育所へ入所できる児童は､ 嘉島町にお住まいで児童の保護者や同居 (二世帯

住宅含む) の70歳未満の祖父母等が次のいずれかの事情に該当し､ 児童を保育
することができない場合です｡ その家庭に児童の保育が出来る人がいる場合は
入所できません｡

① 保護者が家庭の外で仕事をしている場合
② 保護者が家庭で日常の家事以外の仕事をしていて児童の保育ができない場合
③ 出産 (予定) 月の前後にあたる場合 (産前２か月・産後４か月の合計６か月以内)
④ 病気やケガをしたり､ 精神若しくは身体に障がいがあるため､ 児童の保育ができない場合
⑤ 児童の家庭に長期にわたる病人や精神若しくは身体に障がいのある人がいるため､ 常時
その看護にあたっており､ 児童の保育ができない場合
⑥ 火災・風水害・地震などの災害のためその復旧にあたり､ 児童の保育ができない場合
⑦ その他､ 町長が前各号に類する状態にあると認める場合

★保 育 料……児童の年齢と､ 児童の父母の町民税､ 所得税の課税状況に応じて算定します｡
なお､ 父母の収入が著しく低い場合は､ 同居の家族の中で所得の一番高い方で
算定する場合があります｡ 同時入所軽減等の減額措置もあります｡

★面 接……申し込まれた方､ 全員と面接を行います｡ (平成26年２月17日から25日頃予定)
★そ の 他……児童の心身発育でご心配な点がある方は､ 申込前に町民課福祉係までご相談下

さい｡

定員を超える申し込みがあった場合は､ 選考基準に基づき､ 保育の必要度が高い順に入所を決
定します｡

≪お問い合わせ先≫
町民課福祉係 �237-2576 (直通)

平成26年度認可保育所入所申込案内

【町内認可保育所概要】 (平成25年12月１日現在)

保育所名 住所 電話番号 定員
０歳

受入月齢
保育時間

(延長保育含む)
その他

幼光保育園 鯰1177-4 237-0601 120人 ３ヶ月～ ７：00～19：00 一時保育あり

嘉島保育園 上島925-1 237-1016 120人 ６ヶ月～ ７：00～19：00
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①統計調査員とは
統計調査には､ 統計法に基づく国勢調査をは

じめ様々な調査があります｡ これらの各種統計

調査の調査対象を訪問して､ 調査票の配布・回

収等をしていただく方を統計調査員といいます｡

②応募資格
・町内在住の20歳以上の方

・心身ともに健全な方

・責任をもって調査事務を遂行できる方

・秘密の保持に関し信頼のおける方

・税務､ 警察事務に従事していない方､ 報道関

係者でない方､ 興信所に勤務でない方､ 選挙

運動に直接関わっていない方

(他に仕事をお持ちの方でも応募可能です)

③調査員の身分と報酬
調査のたびに､ 国や県､ 町が任命する非常勤

の公務員となります｡ 任命期間は２～３ヵ月程

度です｡ 調査活動中に災害にあった場合には､

一般の公務員と同様に公務災害が適用されます｡

また､ 調査の内容や受け持ちの件数などによ

り報酬が支払われます｡ 調査の内容や件数にも

よりますが､ ２～４万円くらいです｡

④登録期間
調査員希望者の登録期間は５年間です｡ 期間

満了時､ 町から登録継続の意思確認を行います

ので､ それ以降も登録の継続が可能です｡

⑤統計調査員の仕事
調査員の仕事は主に以下の流れになります｡

１. 調査員説明会に出席：調査員としての仕事

の説明を受けます｡

２. 調査票の配布・回収：調査対象の世帯や事

務所などを訪問し調査票の配布・回収を行

います｡

３. 調査票の点検・整理：回収した調査票を点

検し､ 記入漏れがないか確認します｡

４. 調査票などの提出：調査書類を町に提出し

ます｡

⑥応募方法登録期間
登録を希望される方は､ 『統計調査員希望者

登録申込書 (様式第１号)』 及び 『意向確認書』

に必要事項を記入の上､ 嘉島町役場企画情報課

へ提出してください｡ また､ 前述の申し込み書

等については役場ホームページよりダウンロー

ドしていただくか､ 役場企画情報課にて受け取

ることもできます｡

申込書提出の際には本人証明書類 (運転免許

証､ 健康保険証等) 及び印鑑をご持参下さい｡

《申込・問い合わせ先》
嘉島町役場企画情報課企画係�237-2641 (直通)
町ホームページ内記事

嘉島町ホームページ⇒ページ左の 『町か

らのお知らせ』 の 『募集案内』

嘉島町では､ 各種統計調査に従事していただける ｢登録調査員｣ を募集しています｡

あらかじめ町の登録調査員として名簿に登録し､ 統計調査を実施する際に登録者の中から依頼

するものです｡

平成25年12月31日を基準日として､ 工業統計調査が実施されます｡ 対象は町内の製造業を営む

全事業所になります｡ 12月中旬以降､ 各営業所を国が任命した調査員が訪問しますので､ 聞き取

り調査への対応や調査票への記入等をよろしくお願いいたします｡

お問い合わせ先 嘉島町役場企画情報課 �096-237-2641 (直通)平成25年工業統計調査を実施します！

統計調査員を募集しています！



[発行者] 御船地区防犯協会連合会･御船警察署
(TEL 282-1110 内線 261～262)
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｢

税
に
関
す
る
作
品｣

で
表
彰

｢
税
に
関
す
る
作
品｣

の
表
彰
式
が

11
月
17
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
あ

り
、
応
募
総
数
１
８
６
８
作
品(

作
文
・

習
字
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語)

の
中
か
ら

選
ば
れ
た
優
秀
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。次

代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
熊
本
東
地

区
税
務
関
係
団
体
長
連
絡
協
議
会
な
ど

関
係
団
体
が
主
催
。
嘉
島
町
関
係
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

○
作
文
の
部

熊
本
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

竹
田

葵(

嘉
島
中
３
年)

熊
本
東
間
税
会
長
賞

宮
村

奈
未(

同
３
年)

南
九
州
税
理
士
会
熊
本
東
支
部
長
賞

武
田

純
佳(

同
３
年)

佳
作

園
田

晴
奈(

同
３
年)

○
標
語
の
部

佳
作

菊
地

海
斗(

同
２
年)

佳
作

上
村

由
樹(

同
２
年)

佳
作

大
海
恵
莉
菜(

同
２
年)

佳
作

前
崎

綾(

同
２
年)

佳
作

川
上

岳
留(

同
２
年)

佳
作

佐
川

菜
桜(

同
２
年)

夜の税務相談

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時��月��日�月 �日

町税務課員が対応します｡�237-2639 (直通)
12月の納税 １月の納税

固定資産税 ④期
国民健康保険税 ⑧期
後期高齢者医療保険料 ⑧期
介護保険料 ⑧期

納期期日(口座振替日) 平成25年12月25日(水)

…………………………
……………………

……………
…………………………

町県民税 ④期
国民健康保険税 ⑨期
後期高齢者医療保険料 ⑨期
介護保険料 ⑨期

納期期日(口座振替日) 平成26年１月31日(金)

……………………………
……………………

……………
…………………………

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信用金庫の各店舗｡

※領収は､ 通帳によりご確認下さい｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”

滞納は許さない！

差押・捜索実施中�～��月の実績
捜索件数 ４件

動産差押 ８点

捜索時完納 ２件 1,397,700円

預金差押 １件 28,359円

������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
��������
����������������������������������
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人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その261]

東
日
本
大
震
災
か
ら
お
よ
そ
２

年
９
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
汚

染
水
問
題
や
除
染
の
問
題
な
ど
原

子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
は
ま
だ

ま
だ
残
っ
て
お
り
、
人
々
を
苦
し

ま
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
爆
し

た
人
の
健
康
被
害
も
心
配
さ
れ
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
と
も

に
、
放
射
能
が
健
康
に
ど
の
よ
う

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
か
心

を
痛
め
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
原
発
事
故
の

問
題
は
、
前
述
の
実
態
的
な
被
害

だ
け
で
は
な
く
、
健
康
被
害
を
心

配
し
て
転
居
し
た
子
ど
も
た
ち
へ

の
心
な
い
言
葉
に
よ
る
い
じ
め
も

大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

嘉
島
町
の
小
学
校
で
は
、
６
年

生
に
な
る
と
長
崎
へ
修
学
旅
行
に

行
き
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
落
と

さ
れ
た
原
子
爆
弾
の
被
害
や
、
人
々

の
苦
し
み
を
学
び
ま
す
。

｢

語
り
部｣

と
呼
ば
れ
る
、
当

時
の
様
子
を
子
ど
も
た
ち
に
語
っ

て
下
さ
る
方
に
直
接
会
い
、
子
ど

も
た
ち
が
聞
き
取
り
を
し
て
い
き

ま
す
が
、
あ
る
子
ど
も
が
そ
の
感

想
の
中
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
綴

り
ま
し
た
。｢

原
爆
に
よ
る
体
の

傷
だ
け
で
も
苦
し
い
の
に
、
そ
の

上
に
差
別
の
苦
し
み
ま
で
受
け
る

な
ん
て｣

。

こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
今
お
き

て
い
る
福
島
の
放
射
能
問
題
と
全

く
重
な
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
、
わ
た
し
た
ち

の
住
む
熊
本
で
も
、｢
水
俣
病｣

に
関
わ
る
問
題
は
、
病
気
と
差
別

の
二
重
の
苦
し
み
を
人
々
に
与
え

続
け
て
い
ま
す
。

人
間
は
、
み
ん
な
自
分
ら
し
く
、

そ
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
権
利
を
持
っ

て
い
ま
す
。｢

人
権｣

と
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
人

権
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
事
例

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

自
分
と
は
関
係
な
い
と
か
、
難

し
い
問
題
だ
と
考
え
ず
、
ま
ず
は

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
な
い

か
と
い
う
視
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
を
見
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

｢

人
権
問
題｣
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
る

地域改善対策協議会意見具申

総理府 (当時) に置かれた地域改善対策協議会は､

平成８(1996)年５月に ｢同和問題の早期解決に向けた

今後の方策の基本的な在り方について｣ を政府に提出

しました｡

21世紀を ｢人権の世紀｣ であると位置づけた､ この

意見具申では､ これまでの特別対策により生活環境を

はじめとする物的面での格差は大きく改善されました

が､ ｢今後の主要な課題は､ 依然として存在している

差別意識の解消､ 人権侵害による被害の救済等の対応､

教育､ 就労､ 産業等の面でなお存在している格差の是

正､ 差別意識を生む新たな要因を克服するための施策

の適正化である｣ と提言しました｡

また､ ｢今後､ 差別意識の解消を図るに当たっては､

これまでの同和教育や啓発活動の中で積み上げられて

きた成果とこれまでの手法への評価を踏まえ､ すべて

の人の基本的人権を尊重していくための人権教育､ 人

権啓発として発展的に再構築すべき｣ と提言しました｡

これを受け､ 特定事業は平成14(2002)年３月31日ま

でに完了させ､ その後は既存の一般対策により対応す

ることになりました｡

今後の重点施策の方向

●差別意識の解消に向けた教育及び啓発の推進

●人権侵害による被害の救済等の対応の充実強化

●地域改善対策特定事業の一般対策への円滑な移行

人権擁護推進審議会答申

地域改善対策協議会意見具申を受けて､ 人権の擁護

に関する施策の推進について国の責務を明らかにし､

必要な体制を整備するため､ 平成９(1997)年に ｢人権

擁護施策推進法｣ (５年の限時法) が施行され､ それ

に基づき､ 国内初となる人権全般についての審議を行

う機関 ｢人権擁護推進審議会｣ が法務省に設置されま

した｡

同審議会は､平成11(1999)年７月に｢人権教育及び啓

発に関する施策の総合的な推進に関する基本的事項に

ついて｣の答申を出し､ それを受けて､ 平成12(2000)

年 ｢人権教育及び人権啓発の推進に関する法律｣ が施

行され､ その第７条の規定に基づき､ 国において ｢人

権教育・啓発に関する基本計画｣ が策定されました｡

また､ 同審議会は､ 平成13(2001)年５月に ｢人権救

済制度在り方について｣､ 同年12月には ｢人権擁護委

員制度の改革について｣ の答申を出しました｡ これを

受けて､ 政府は新しい人権侵害の被害者救済制度の策

定に向けて検討しています｡

(熊本県人権啓発資料より)

日本国憲法制定以降(戦後)には
どのような歴史があったのですか？

������
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し
た
。
条
件
を
満
た
す
自
転
車
の

多
く
に
は

｢

幼
児
２
人
同
乗
基
準

適
合
車｣

の
マ
ー
ク
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

◇
多
く
の
保
護
者
が
危
険
を
経
験

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど

も
を
乗
せ
て
自
転
車
を
使
用
す
る

こ
と
の
あ
る
保
護
者
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
回
答
者
の
７
割
が
、

子
ど
も
を
乗
せ
て
い
た
と
き
に
転

倒
し
た
、
ま
た
は
転
倒
し
そ
う
に

な
っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

◇
危
険
は
走
行
中
以
外
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
転
倒

し
た
、
も
し
く
は
転
倒
の
危
険
を

感
じ
た
場
面
と
し
て
、
停
車
中
や

押
し
歩
き
の
と
き
、
子
ど
も
の
乗

せ
降
ろ
し
の
と
き
、
と
い
う
回
答

も
あ
り
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
テ
ス
ト
で
は
、
押
し

歩
き
を
し
な
が
ら
傾
斜
地
で
ハ
ン

ド
ル
を
切
っ
た
と
き
や
、
後
ろ
向

き
に
押
し
て
駐
輪
場
か
ら
自
転
車

を
出
そ
う
と
し
た
と
き
な
ど
に
、

転
倒
の
危
険
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
転
倒
事
故
を
防
ぐ
に
は

○
幼
児
を
乗
せ
た
自
転
車
は
重
く

な
る
の
で
、
車
体
を
確
実
に
支
え

る
た
め
に
、
必
ず
両
手
で
操
作

し
ま
し
ょ
う
。

○
走
行
中
は
、
幼
児
の
体
重
で

バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
急
な
方
向
転
換
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
前
輪
が
浮
き
上

が
る
危
険
を
減
ら
す
た
め
、
荷

台
の
幼
児
座
席
は
で
き
る
だ
け

前
方
に
寄
せ
て
取
り
付
け
ま
し
ょ

う
。

○
幼
児
の
乗
せ
降
ろ
し
の
際
は
、

ハ
ン
ド
ル
が
真
っ
す
ぐ
前
を
向

い
て
い
る
こ
と
や
自
転
車
が
傾

い
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

必
ず
ス
タ
ン
ド
を
ロ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。
旋
回
抑
制
機
能

(

前

輪
と
ハ
ン
ド
ル
の
ふ
ら
つ
き
や

不
意
な
回
転
を
抑
制
す
る
装
置)

が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

○
仕
様
を
満
た
さ
な
い
自
転
車

に
幼
児
を
２
人
乗
せ
る
こ
と
は
、

道
路
交
通
法
違
反
に
な
る
た
め
、

乗
せ
る
幼
児
の
人
数
に
応
じ
て

適
切
な
自
転
車
を
選
択
し
ま
し
ょ

う
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
頭
部
へ
の
衝

撃
緩
和
に
有
効
で
す
。
幼
児

を
自
転
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ

せ
て
か
ら
乗
せ
ま
し
ょ
う
。

(

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

｢

く
ら
し
の
豆
知
識｣

よ
り)

����������������◇
８
割
近
く
が
頭
や
顔
に
け
が

保
護
者
が
子
ど
も
を
自
転
車

に
乗
せ
て
走
る
光
景
は
日
常
的

に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
万

一
自
転
車
が
転
倒
し
た
場
合
に

は
、
乗
せ
て
い
た
子
ど
も
が
大

け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

は
、
子
ど
も
を
自
転
車
に
乗
せ

て
い
た
と
き
の
転
倒
事
故
情
報

を
62
件
収
集
。
子
ど
も
の
受
傷

部
位
別
に
分
類
す
る
と
、
８
割

近
く
が
頭
や
顔
に
け
が
を
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

◇
交
通
ル
ー
ル

09
年
７
月
１
日
、
各
都
道
府

県
の
道
路
交
通
規
則
が
一
部
改

正
さ
れ
、
自
転
車
の
仕
様
等
の

条
件
を
満
た
せ
ば
、
幼
児

(
６

歳
未
満)

を
２
人
ま
で
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

〜『

簡
素
な
給
付
措
置』

を
よ
そ
お
っ
た

『
振
り
込
め
詐
欺』

や『

個
人
情
報
の

搾
取』
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
〜

見守り新鮮
情報12月号

平
成
25
年
10
月
１
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た

｢

簡
素
な
給
付
措
置｣

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
へ
ご

連
絡
や
給
付
を
行
う
段
階
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
給
付
方
法
な
ど
が
決

ま
り
次
第
、
速
や
か
に
広
報
い
た

し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
国

(

厚
生
労
働
省)

・
県
・
町

な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

(

銀
行
・
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機)

の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
国

(

厚
生
労
働
省)

・
県
・
町

な
ど
が

｢

簡
素
な
給
付
措
置｣

の

給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
現
時
点
で
、
国(

厚
生
労
働
省)･

県
・
町
な
ど
が
町
民
の
皆
様
の
世

帯
構
成
や
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

《
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
》

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
国

(

厚

生
労
働
省)

・
県
・
町
の
職
員
を

か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た� � � � � � � � � � ������� �������������

���
� り

、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、

○
役
場
総
務
課

�
２
３
７－

１
１
１
２

ま
た
は
、

○
御
船
警
察
署

�
２
８
２－

１
１
１
０

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ん
で
い
る
方
、
ま
た

不
安
や
疑
問
の
あ
る
方
は
、
昨
年

４
月
に
開
設
し
た
上
益
城
４
町
の

広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
へ
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
時
】

火
曜
日
…
御
船
町

�
２
８
２－

１
１
１
１

水
曜
日
…
嘉
島
町

�
２
３
７－

１
１
１
２

木
曜
日
…
甲
佐
町

�
２
３
４－

３
２
２
３

金
曜
日
…
山
都
町

�
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。
毎

月
２
回
無
料
法
律
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
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嘉島町食生活改善推進員協議会
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文芸発表会はとても面白いです｡ なぜなら､ 英

語の授業以外で生徒達の努力を見るいい機会だか

らです｡ みんなの頑張っている姿を見ていたので

楽しみにしていました｡ その努力は報われました｡

特に浮島神社の写生や書道や美術クラブの看板に

感心させられました｡ 生徒達が作ったポスターは

すばらしく､ 音楽部の演奏もすごかったです｡ 嘉

島中の生徒達は才能にあふれていますね！

今年は文芸発表会デビューして､ 職員のみなさ

んと一緒に ｢想い出がいっぱい｣ を歌いました｡

去年先生たちの合唱をカメラマンとして写真をと

りましたが､ 今年こそ挑戦して歌おうと思ってい

ました｡ 私が日本語で歌うのは難しく､ たくさん

の練習が必要でした｡ 職員室で歌って､ (迷惑を

かけているかなとちょっと心配でしたが！) 自宅

で“ユーチューブ”から歌を何回も繰り返し流し

ました｡ 中学生の頃学校のコーラスのメンバーで

したが､ その時以来ステージでは全く歌っていな

かったので､ 本番は緊張しました｡ それでも大き

なミスなしで全部を歌えて良かった｡ (たぶんね！)

みなさん､ とても素晴らしい文芸発表会でした｡

お疲れ様でした！

文芸発表会

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������� ���� ������� ���������� �� ������������������������������������� �� �������� �������������� ���������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������������������� ���� ����� ��� ��� ���������� ��������������������������������������������������������������������������������“�������������”��������������������������������������������������������������� ��������������������������’����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������
(�����������������������������) ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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坂本 絹子さん
(下仲間)

冨永 久美さん
(鯰)

����������
祝
迫

和
子
さ
ん

(

上
島)
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こ
の
た
び
、
左
記
の
皆
様
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

｢

地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。｣

と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

塚
本

則
子
様

(

北
甘
木)

亡

眞
澄
様

西
岡

幸
止
様

(

下
六
嘉)

亡

福
代
様

立
石

和
昭
様

(

下
六
嘉)

亡

シ
ズ
エ
様

松
本

秀
二
様

(

下
六
嘉)

亡�
様

安
藤
不
二
彦
様

(

高
田)

亡

多
美
子
様

�
田

敏
廣
様

(

北
甘
木)

亡

義
明
様

松
永
喜
和
男
様

(

上
六
嘉)

亡

ト
ミ
エ
様

西
村

浩
志
様

(

下
六
嘉)

亡

圭
子
様

小
幡

幸
雄
様

(

北
甘
木)

亡

な
か
様

一

般

寄

付

大
倉

清
司
様

(

上
島)

平
成
25
年
11
月
20
日
現
在

１日 ・庁内常会

・上益城消防署来庁対応

・熊本県更生保護事業功労者顕彰式

２日 ・くまもと物産フェア

３日 ・消防積載車 (滝河原) 交付式

・嘉島町文化祭

・嘉島町功労者表彰式

５日 ・熊本県子ども・子育て会議

６日 ・全国町村会正副会長会

７日 ・緑川の日実行委員会協議

・上益城地域振興局来庁対応

・嘉島町退職年金者連盟会議

・自治労九州支部との懇談

８日 ・市街化調整区域活性化連絡協議会

・益城町土地改良区来庁対応

・参議院議員松村祥史君の飛躍を期する会

９日 ・嘉島町消防団非常呼集訓練

・第９回人権を考える町民の集い

10日 ・ジョイフルスポーツかしま

12日 ・上益城農業協同組合来庁対応

・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応

・秋田県市町村総合事務組合視察来熊対応

・嘉島町職員研修

13日 ・熊本県環境整備事業団設立10周年記念式典

14日 ・上益城消防組合管理者会議

15日 ・国民健康保険中央会来庁対応

18日 ・上益城郡町村会首長会

19日 ・全国治水砂防促進大会

・全国町村会正副会長会

20日 ・全国町村長大会

21日 ・国保制度改善強化全国大会

22日 ・熊本県共同募金会来庁対応

・第25回熊本県暴力追放県民大会

25日 ・嘉島町議会運営委員会

26日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合全員協議会及び

定例会

27日 ・緑川の日2013フォトコンテスト表彰伝達

・上益城郡議員研修会及び親善グラウンドゴルフ

大会

28日 ・熊本県農業信用基金協会理事会

29日 ・治水事業促進全国大会

30日 ・経済対策補正予算に対する懇談会

町長の動き
11月の

善

意

の

輪

荒木町長談

国保制度改善強化全国大会で議長団団長を務める
(11月21日､ 東京・日比谷公会堂)

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
で

す
。
１
年
は
あ
っ
と
い
う
間
と
い
う
気
が
い
た
し

ま
す
。

先
月
は
、
全
国
町
村
長
大
会
や
国
保
制
度
改
善

強
化
全
国
大
会
な
ど
で
上
京
し
ま
し
た
。
町
村
長

大
会
に
は
全
国
９
３
０
の
町
村
長
の
ほ
か
安
倍
総

理
も
出
席
、｢
農
林
業
振
興
に
よ
る
農
山
漁
村
の

再
生
・
活
性
化｣
な
ど
大
会
決
議
７
つ
と
大
会
要

望
34
項
目
を
採
択
し
ま
し
た
。

関
係
省
庁
へ
は
、
全
国
は
も
ち
ろ
ん
嘉
島
町
の

要
望
も
い
た
し
ま
し
た
。
全
部
が
実
現
さ
れ
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
、
地
道
に
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

12
月
は
何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、
ま
た
、

健
康
に
留
意
さ
れ
、
よ
い
お
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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早
い
も
の
で
２
０
１
３
年
も
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
？

私
は
宝
く
じ
の
当
た
り
く
じ
に

恵
ま
れ
ず
、
最
後
の
望
み
を
年
末

に
賭
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

来
年
は
ウ
マ
年
。
万
馬
券
で
も

当
た
る
よ
う
な
夢
の
よ
う
な
で
き

ご
と
が
起
こ
り
ま
す
よ
う
に
!!

(

係)

12月15日(日) のぐち皮ふ科医院(嘉島町) �237-4112
12月22日(日) 榊田外科医院(御船町) �282-6363
12月23日(月･祭) 藤岡医院(御船町) �282-0405
12月29日(日･末) 西村病院(嘉島町) �237-1551
12月30日(月･末) 熊本回生会病院(嘉島町) �237-1133
12月31日(火･末) 御船クリニック(御船町) �282-0106
１月１日(水･始) 泰泉堂牟田医院(御船町) �282-0216
１月２日(木･始) 大久保耳鼻咽喉科医院(御船町)�282-3900
１月３日(金･始) 香田整形外科医院(嘉島町) �237-2811
１月５日(日) 小糸整形外科医院(御船町) �282-0050

古閑整形外科胃腸科医院(御船町)�284-2010
１月12日(日) たなか内科眼科医院(嘉島町)�235-7235
１月13日(月･祭) さかた耳鼻咽喉科医院(嘉島町)�237-4133
１月19日(日) よしむら内科循環器科医院(嘉島町)�235-7773�������������������������� ������ ������ ���������� ���������� ����������� �����

�� ����������������������
｢すくすく笑顔｣ 掲載希望者を募集しています｡
総務課広報係に写真を持参いただくかメールでも応

募できます｡ メールの場合は､ 写真を添付し､ 上記内
容を入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpま
で申し込んでください｡

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
｢Let's enjoy 楽しんでいます｣
では元気に活動されるお年寄り
の団体や個人を紹介します｡
掲載を希望される方は総務課広
報係までご連絡ください｡
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ご両親：坂田 昌陽さん・千穂さん (滝河原)


